
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【事務局情報】武道祭実行委員会 

8月24日（金）サンライフ北見において第17回北見市総合武道祭の実行委員会が

開かれました。今年も、北見市武道振興協議会（武藤弘司会長）役員と実行委員に

加え、ＮＰＯ法人北見市武道振興協会の理事役員が加わった合同の実行委員会とな

りました。武道祭役員が正式決定し、昨年と同様規模ですが武道演武に加え地酒フェスの開催に向けて充実した検討会と

なりました。尚、第１７回北見市総合武道祭の開催日時・場所は次の通りです。 

開催日時：〈1部〉平成 24年 10月 20日（土）開会式 14時 00分 演武開始 14時 30分 

     〈2部〉平成 24年 10月 20日（土）開会式 18時 00分 演武開始 19時 40分 

開催場所：〈1部〉北見市東陵町 北見市立体育館〈2部〉北見市北 3条  北見経済センター 

【NPOネットワーク地域情報】 第 11回函館地区武道連絡協議会 演 武 大 会 

8月 19日 午前10：00より五稜郭公園内 函館奉行所広場において函館地区武

道連絡協議会主催のもと武道演武会が開催されました。「当日は晴天で真夏日の中、

屋外に演武台を設置し周囲を紅白幕に囲まれた会場で6武道8会派が一堂に会し

緊張感を醸し出しながら弓道、柔道、合気道、杖道、剣道、少林寺拳法、空手道、

居合道の順にそれぞれの武道が形や組手を行った。開会式の後、初めに北海道弓

道連盟西部地区会長教士7段による演武前の道場清めがあり、北海道少林寺拳法

拳士 6段による大太鼓打ちが打ち鳴らされた。この大太鼓打ちは、演武大会開催

を告げ参加者の精神を鼓舞し、終了時には高揚した精神を鎮めることを目的とさ

れる。柔道からは、形の説明を工藤重孝担当し今年で5回目の全日本形競技会出

場を控える、取 車基至5段 受 工藤 瞬3段が動と静を見事に表現し観衆か

らも多くの拍手が上がっていた。」(函館市 工藤整骨院 工藤 重孝先生寄稿) 

連載【週刊氷川丸】 ❷ 氷川丸と姉妹船（1） 

氷川丸 全長 163.3m、 総トン数 11,622 トン、 船名は埼玉県大宮市の氷川神社に由来するといわれています。建造は

日本郵船株式会社「横浜船渠株式会社の造船所で竣工」とあります。日本郵船は昭和初期、北太平洋で展開されたア

メリカやカナダとの貨客船就航（路線）競争の一環として、明治末期から大正初期に建造された老朽船に代わる新型貨

客船を必要とし、政府の援助を得て、氷川丸（ひかわまる）と姉妹船、日枝丸（ひえまる）・平安丸（へいあんまる）の 3 隻、

この他 秩父丸と姉妹船、浅間丸・龍田丸の3隻、姉妹船の照国丸・靖国丸・平洋丸の3隻、合わせて9隻を造りました。

1930年5月27日太平洋を渡りシアトルへの氷川丸の処女航海では、シアトル市民か

ら大歓迎を受け、3 万人近い見学者が船を訪れたそうです。シアトル・バンクーバー

航路に就航した貨客船は氷川丸の他に、姉妹船となる「日枝丸」と「平安丸」がありま

す。1930年から 1940年まではシアトル・バンクーバー航路を約８０往復し乗客貨物の

輸出入に活躍しました。次週は氷川丸と姉妹船（2）－１ 

北見武道通信 

平成 24年８月２８日 000８１号 

                 編集者：佐 藤 寿 春 

北見市幸町 8丁目 4-4(佐藤整骨院内) 

NPO法人北見市武道振興協会事務局発行 

直通:090-5986-0839  

代表：0157-61-4804 Fax:0157-23-0581  

satou.tosiharu@navy.plala.or.jp 

平安丸 


